
は
じ
め
に

本
稿
は
、
日
蓮
の
佐
渡
流
罪
（
文
永
八
年
．
一
二
七
こ
以
降
、
弘
安
五
年

（
１
１
）

（
一
二
八
二
）
に
池
上
に
お
い
て
没
す
る
ま
で
の
思
想
を
、
「
後
期
の
思
想
」

と
し
て
一
括
し
、
仏
法
至
上
主
義
の
確
立
と
王
法
の
相
対
化
の
論
理
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
思
想
構
造
を
総
体
的
に
把
握
し
、
後
期
の
思
想
の
特
質
を
明
ら
か

（
⑪
色
）

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
蓮
の
仏
法
為
本
の
思
想
に
関
し
て
は
、
藤
井
学
氏
が
、
日
蓮
に
お
け
る
道

理
と
釈
尊
御
領
と
い
う
観
念
を
中
心
と
し
て
彼
の
国
家
観
を
論
じ
、
そ
れ
を
中

世
的
思
惟
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
試
ぶ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
蓮
の
国

家
観
念
は
、
三
界
の
本
源
的
主
権
者
た
る
釈
尊
を
想
定
し
、
一
切
の
俗
的
権
威

を
そ
の
も
と
に
従
属
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
宗
教
が
す
べ
て
を
支
配

す
る
と
い
う
、
典
型
的
な
中
世
的
思
惟
の
方
式
を
見
い
出
し
う
る
と
結
論
づ
け

（
②
Ｊ
）

ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
蓮
に
お
い
て
王
法
を
超
越
す
る
釈
尊
御
領
と
い
う
思
惟
が
成
熟

す
る
の
は
、
佐
渡
期
に
入
る
の
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
釈

日
蓮
の
後
期
の
思
想

Ｉ
王
法
と
仏
法
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
Ｉ

尊
御
領
観
が
成
立
す
る
時
期
は
、
上
行
菩
薩
の
自
己
規
定
、
あ
る
い
は
霊
山
浄

土
思
想
と
い
っ
た
、
後
期
の
日
蓮
の
思
想
を
考
察
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な

観
念
が
、
相
継
い
で
出
現
す
る
時
期
に
も
相
当
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
日
蓮
の
国
家
観
を
検
討
す
る
場
合
、
彼
の
思
想
か
ら
釈
尊
御
領
と
い
っ
た

特
定
の
思
惟
の
ゑ
を
抽
出
し
て
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
諸
観
念
が
一

時
に
顕
在
化
す
る
背
景
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
他
の
主
要
な
要
素
を
も
併
せ
て
、
後

期
の
思
想
構
造
を
総
体
的
に
解
明
し
、
日
蓮
の
思
想
全
体
の
中
で
、
仏
法
と
王

法
と
の
関
係
を
総
合
的
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

仏
法
為
本
の
立
場
か
ら
の
国
家
の
相
対
化
は
、
量
的
・
質
的
な
差
は
あ
れ
、

親
鴬
や
道
元
に
も
看
取
し
う
る
。
日
蓮
の
国
家
観
が
、
藤
井
氏
の
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
、
中
世
的
思
惟
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
以
上
の
手

続
き
を
経
て
は
じ
め
て
、
他
の
中
世
的
思
惟
に
対
す
る
、
日
蓮
の
王
法
を
超
え

る
仏
法
至
上
主
義
の
論
理
構
造
の
特
質
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

以
上
の
問
題
提
起
に
基
づ
い
て
、
日
蓮
の
後
期
の
思
想
を
考
察
す
る
場
合
、

ま
ず
、
日
蓮
が
自
己
の
掲
げ
る
仏
法
と
王
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
い
か
な
る

佐
藤
弘
夫

四
九



問
題
意
識
を
懐
い
て
後
期
の
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
必
、
明

ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
詞
第
一
に
後
期
日
蓮
の
国
家
観
形

成
の
背
景
と
課
題
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ふ

ま
え
て
、
次
に
日
蓮
が
そ
の
思
想
的
課
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
思
想
を
形
成

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
答
と
し
た
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
日
蓮
の
後
期
の
思
想

を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
日
蓮
の
後
期
の
思
想
の
課
題

当
時
頻
発
し
て
い
た
災
害
の
根
本
原
因
が
、
法
然
の
専
修
念
仏
と
い
う
「
悪

法
」
の
流
布
に
よ
る
善
神
捨
国
に
あ
る
と
み
た
日
蓮
は
、
念
仏
の
禁
圧
を
求
め

て
、
文
応
元
年
（
一
二
六
○
）
、
『
立
正
安
国
論
』
を
鎌
倉
幕
府
に
提
出
し
た
。

ル
ー
ム
ル
ヲ
〈
テ
ヲ
シ
テ
ト
キ
ム
ヲ

日
蓮
は
、
「
居
二
王
位
一
君
・
治
レ
国
臣
以
二
佛
法
一
為
し
先
可
レ
治
レ
国
也
・
」

シ
テ
ニ

（
『
守
護
国
家
論
』
）
と
い
う
仏
法
為
本
の
原
則
に
基
づ
き
、
「
但
入
二
仏
道
一

ス
ニ
ヲ
テ

ヲ
セ
ハ
ヲ
ニ
シ
テ
ナ
ラ
ン

数
回
二
愚
案
一
禁
二
誇
法
之
人
一
重
二
正
道
之
侶
一
国
中
安
穏
天
下
泰
平
。
」
（
『
立

正
安
国
論
』
）
と
、
災
難
を
鎮
め
安
国
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま

ず
誇
法
の
対
治
と
正
法
へ
の
帰
依
が
不
可
欠
の
前
提
で
あ
る
と
考
え
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
後
も
、
日
蓮
は
し
ば
し
ば
幕
府
に
対
し
て
同
様
の
趣

旨
に
よ
る
諫
暁
を
行
っ
た
。

特
に
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
に
到
来
し
た
、
蒙
古
の
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
か

ら
の
国
書
は
、
日
蓮
に
は
『
立
正
安
国
論
』
で
予
言
し
た
、
他
国
侵
逼
難
の
前

ぶ
れ
と
承
え
た
。
こ
の
来
牒
こ
そ
が
、
自
分
の
献
策
を
と
り
あ
げ
さ
せ
る
べ
き

千
載
一
遇
の
好
機
と
承
な
し
た
日
蓮
は
、
同
年
四
月
、
一
篇
の
意
見
書
（
『
安

国
論
御
勘
由
来
』
）
を
幕
府
に
上
呈
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
の
蒙
古
の
牒

状
の
到
来
は
、
九
年
前
に
『
立
正
安
国
論
』
で
予
言
し
た
他
国
侵
逼
難
に
符
合

す
る
も
の
で
あ
り
、
蒙
古
の
襲
来
は
、
日
本
国
中
が
正
法
に
背
き
、
法
然
や
大

日
能
忍
を
崇
重
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
述
べ
、
日
蓮
に
帰
す
べ
き
こ

と
を
説
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
日
蓮
の
期
待
に
反
し
て
、
こ
の
上
書
に
対
し
、
幕
府
当
局
か
ら

は
何
の
回
答
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
蓮
は
同
年
九
月
、
宿
屋
入
道

充
則
に
再
度
進
言
を
行
い
、
十
月
に
は
北
条
時
宗
ら
幕
府
の
要
人
、
な
ら
び
に

建
長
寺
道
隆
・
極
楽
寺
忍
性
な
ど
諸
大
寺
十
一
カ
所
に
書
状
を
送
り
、
諫
暁
の

（
４
）

受
容
を
求
め
、
公
場
で
の
他
宗
と
の
対
論
を
要
求
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
蓮
の
熱
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
上
書
は
こ
と
ご
と
く

無
視
さ
れ
、
逆
に
幕
府
の
為
政
者
達
は
、
日
蓮
に
と
っ
て
不
倶
戴
天
の
敵
で
あ

っ
た
念
仏
・
禅
に
帰
し
て
、
日
蓮
に
弾
圧
を
加
え
た
。
至
上
の
妙
法
た
る
法
華

経
を
受
持
し
て
そ
の
弘
通
に
逼
進
す
る
、
「
日
本
第
一
の
法
華
経
の
行
者
」
（
『
南

条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
）
た
る
日
蓮
の
意
見
に
耳
を
貸
す
こ
と
な
く
、
伊
豆
・

佐
渡
へ
と
追
放
す
る
と
い
う
幕
府
の
行
為
は
、
日
蓮
に
と
っ
て
は
、
法
華
経
に

敵
対
す
る
行
為
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
日
蓮
が
当
時
の
日
本
を
、
「
悪

国
ｑ
悪
王
・
悪
民
の
み
有
」
（
『
如
説
修
行
抄
』
）
る
、
「
誇
法
の
国
」
（
『
観
心

キ

本
尊
抄
」
）
と
規
定
し
た
背
景
に
は
、
国
中
を
あ
げ
て
「
正
法
を
背
て
邪
法
・

邪
師
を
崇
重
」
（
『
如
説
修
行
抄
』
）
し
、
．
国
こ
ぞ
り
て
日
蓮
を
か
へ
り
て

せ
む
」
（
『
主
君
耳
入
此
法
門
免
与
同
罪
事
』
）
と
い
う
状
況
が
存
し
た
の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
き
び
し
い
環
境
の
中
で
、
日
蓮
は
彼
の
掲
げ
る
仏
法
（
法
華
経
）

の
、
一
切
の
世
俗
的
権
威
に
対
す
る
原
理
的
優
位
を
自
覚
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

誇
法
に
陥
っ
た
国
王
が
圧
倒
的
な
政
治
的
権
力
を
も
っ
て
、
正
法
を
持
つ
彼
に

迫
害
を
加
え
る
現
実
と
の
乖
離
を
痛
感
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
王
法
を
超
え

五
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る
仏
法
至
上
の
原
則
を
、
妥
協
す
る
こ
と
な
く
貫
こ
う
と
し
た
日
蓮
は
、
王
法

が
強
大
な
権
威
を
有
し
、
仏
法
が
そ
の
下
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
現
実
の

壁
に
突
き
当
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
日
蓮
は
法
華
経
こ
そ
が
一
切
に
優
越
す
る
至
上
の
妙
法
で
あ

り
、
そ
れ
を
受
持
し
実
践
す
る
日
蓮
が
、
い
か
な
る
世
俗
の
権
力
者
に
も
勝
る

こ
と
を
、
ま
た
、
国
の
盛
衰
は
ひ
と
え
に
正
法
の
護
持
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い

る
が
ゆ
え
に
、
国
主
は
法
華
と
日
蓮
と
を
保
護
し
、
そ
の
弘
通
を
助
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
の
承
、
国
主
と
し
て
の
地
位
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
点
を
、
一
般
的

な
原
則
論
を
越
え
て
明
確
に
理
論
化
し
て
ゆ
く
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
こ
の
、

王
法
の
権
威
を
超
え
る
仏
法
至
上
主
義
の
理
論
的
確
立
こ
そ
が
、
後
期
の
日
蓮

に
与
え
ら
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
日
蓮
は
こ
の
課
題
に
対
し
て
、
い
か
な
る
思
想
を
形
成
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
解
答
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
日
蓮
の
後
期
の
思
想

①
釈
尊
御
領

日
蓮
に
お
い
て
、
王
法
に
対
す
る
仏
法
の
絶
対
的
優
位
の
立
場
を
確
立
す
る

基
礎
と
な
っ
た
も
の
は
、
す
で
に
藤
井
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
釈
尊
御

領
観
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
全
世
界
の
一
切
の
事
象
を
統
括
す
る
主

宰
者
的
釈
尊
観
の
成
立
は
、
日
蓮
が
四
十
八
歳
の
時
の
著
作
で
あ
る
『
六
郎
恒

長
御
消
息
』
の
、

ノ
ー
ク

ソ

第
二
巻
云
今
此
三
界
等
云
云
心
此
文
は
日
本
国
六
十
六
箇
国
島
二
の

テ
ク
ク
ス

ノ
二

大
地
は
教
主
釈
尊
の
本
領
也
。
娑
婆
以
如
レ
此
全
非
二
阿
弥
陀
仏
領
一
。

其
中
衆
生
悉
是
吾
子
云
云
。
日
本
国
の
四
十
九
億
九
万
四
千
八
百
二
十

八
人
の
男
女
、
各
有
二
父
母
一
と
い
へ
ど
も
、
其
詮
を
尋
れ
ぱ
教
主
釈
尊
の

御
子
也
。
三
千
余
社
の
大
小
の
神
祇
も
釈
尊
の
御
子
息
也
。

と
い
う
言
葉
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
以
前
の
日
蓮
が
釈
尊
に
言
及
す
る
場
合
、

ニ
キ
タ
マ
フ
ト
ノ
ノ

然
今
法
華
方
便
品
説
二
欲
令
衆
生
開
仏
知
見
、
爾
時
八
機
竝
悪
趣

ク
リ

ト
ニ
シ
ヲ
二
シ
ヲ
ニ
セ
リ

衆
生
悉
皆
同
成
二
釈
迦
如
来
一
互
具
二
五
眼
一
一
界
具
二
十
界
一
十
界
具
ニ

ヲ

百
界
一
（
『
十
法
界
事
』
）

過
去
久
遠
五
百
塵
点
の
そ
の
か
み
唯
一
人
の
教
主
釈
尊
と
は
我
等
衆
生
の

事
な
り
。
法
華
経
の
一
念
三
千
の
法
門
、
常
住
此
説
法
の
ふ
る
ま
い
な

り
。
（
『
船
守
弥
三
郎
許
御
書
』
）

と
い
う
言
葉
に
承
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
間
に
内
在
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
覚
者
釈
尊
と
は
現
実
を
去
っ
た
彼
岸
の
浄
土
に
住
す
る
、
人
間
を
超

越
し
た
絶
対
的
存
在
で
は
決
し
て
な
く
、
あ
く
ま
で
人
間
に
即
し
て
理
解
さ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
衆
生
が
正
法
を
信
じ
て
実
践
に
は
げ
承
、
己
身
所
具
の

本
覚
の
仏
界
を
開
顕
す
る
と
き
、
そ
れ
ら
の
人
々
は
釈
尊
と
同
じ
位
ま
で
登
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
日
蓮
は
天
台
教
学
の
一
念
三
千
の
思
想
に
基

づ
き
、
す
べ
て
の
人
々
が
目
ざ
す
べ
き
成
仏
の
境
涯
を
、
歴
史
上
の
覚
者
釈
尊

の
名
を
か
り
て
比
峨
的
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
後
期
に
お
い
て
は
、
『
法
華
経
』
譽
愉
品
の
、
「
今
、
こ
の

三
界
は
皆
こ
れ
我
が
有
な
り
。
そ
の
中
の
衆
生
は
悉
く
こ
れ
吾
が
子
な
り
」
と

い
う
文
に
依
拠
し
て
、
「
大
地
・
虚
空
・
山
海
・
草
木
」
す
べ
て
の
存
在
を
支

配
し
、
「
三
界
の
諸
王
」
（
『
神
国
王
御
書
』
）
の
上
に
君
臨
す
る
、
霊
山
浄

土
所
住
の
絶
対
的
主
宰
者
と
し
て
の
釈
尊
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
釈
尊
御

領
と
い
う
思
惟
が
、
初
期
日
蓮
の
思
想
の
核
を
な
し
て
い
た
天
台
教
学
の
範
晴

五
一



を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
釈
尊
を
彼
岸
に
あ
る
超
越

的
主
宰
者
と
し
て
実
体
視
す
る
釈
尊
御
領
観
の
成
立
は
、
教
学
的
な
面
か
ら
ゑ

て
、
日
蓮
の
思
想
の
決
定
的
な
方
向
転
換
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ

（
Ｅ
ｊ
）

ブ
（
》
Ｏ

こ
の
釈
尊
御
領
観
が
、
日
蓮
の
思
想
の
展
開
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
か
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
正
法
を
護
持
す
る
「
法
華
経
の
行
者
」
日
蓮
の
諫
暁

を
、
黙
殺
し
疎
外
す
る
幕
府
政
治
に
失
望
し
た
日
蓮
は
、
釈
尊
を
此
岸
の
一
切

を
支
配
す
る
超
越
的
な
主
宰
者
と
し
て
捉
え
な
お
す
こ
と
に
よ
り
、
否
定
す
べ

き
現
状
に
あ
る
日
本
と
そ
こ
を
統
治
す
る
幕
府
の
権
力
を
、
絶
対
者
釈
尊
の
も

と
に
相
対
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

梵
天
帝
釈
等
は
我
等
が
親
父
釈
迦
如
来
の
御
所
領
を
あ
づ
か
り
て
、
正
法

の
僧
を
や
し
な
う
べ
き
者
に
つ
け
ら
れ
て
候
。
砒
沙
門
等
は
四
天
下
の

主
、
此
等
が
門
ま
も
り
。
又
四
州
の
王
等
は
砒
沙
門
天
が
所
従
な
る
べ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
。
其
上
、
日
本
秋
津
島
は
四
州
の
輪
王
の
所
従
に
も
及
ば
ず
、
但
島
の

、
、
、
、
、

長
な
る
べ
し
。
（
『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
）

右
の
よ
う
に
、
一
閻
浮
提
の
支
配
者
釈
迦
如
来
の
も
と
、
梵
天
帝
釈
ｌ
砒
沙
門

１
輪
王
と
い
う
階
級
関
係
が
想
定
さ
れ
、
幕
府
は
そ
の
輪
王
の
所
従
に
も
及
ば

一
プ

ヒ

な
い
、
「
仏
の
世
に
出
さ
せ
給
し
国
よ
り
は
東
に
当
り
て
こ
十
万
余
里
の

外
、
遙
な
る
海
中
の
小
島
」
（
『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
）
に
す
ぎ
な
い
日
本

を
統
治
す
る
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
も
、
「
国
主
と
な
る
事
は
大

ラ
ヒ

マ
Ⅷ
／

小
皆
梵
王
・
帝
釈
・
日
月
・
四
天
の
御
計
也
。
法
華
経
の
怨
敵
と
な
り
定

チ
上

給
は
ぱ
忽
治
罰
す
べ
き
よ
し
を
誓
給
へ
り
。
」
（
『
本
尊
問
答
抄
』
）
と
、
幕

府
は
正
法
を
受
持
す
る
者
を
保
護
・
供
養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
ゑ
、
日
本
の

統
治
者
た
る
こ
と
を
是
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
も
し
幕
府
が
、
霊
山
所
住
の
釈
尊
の
意
向
に
反
し
て
、
法
華
経
の

行
者
を
迫
害
し
た
場
合
は
、

セ
ハ
ヲ
フ
ヲ

國
主
誹
二
誇
於
持
者
一
失
し
位
。
（
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
）

過
去
現
在
の
末
法
の
法
華
経
の
行
者
を
軽
賤
す
る
王
臣
万
民
、
始
は
事
な

一
一

、
、
、
、
、
、
、
、
、

き
や
う
に
て
終
ほ
ろ
び
ざ
る
は
候
は
ず
。
日
蓮
又
か
く
の
ご
と
し
。

（
『
聖
人
御
難
事
』
）

と
、
そ
の
滅
亡
さ
え
も
、
日
蓮
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
否
定
し
な
か
っ
た
。
釈
尊

の
命
を
う
け
て
法
華
経
を
受
持
し
実
践
に
身
を
挺
し
て
い
る
日
蓮
一
門
に
、
幕

府
が
敵
対
す
る
こ
と
は
、
日
蓮
の
背
後
に
あ
る
釈
尊
の
意
に
背
く
こ
と
で
あ
り
、

釈
尊
の
治
罰
に
よ
り
位
を
失
う
に
値
す
る
行
為
で
あ
る
と
述
べ
て
幕
府
に
警
告

を
発
す
る
と
と
も
に
、
日
蓮
は
彼
の
立
場
の
優
位
を
強
く
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
蓮
に
お
け
る
王
法
の
相
対
化
の
論
理
を
考
察
す
る
場
合
、
釈
尊
御

領
と
い
う
思
惟
に
加
え
て
、
法
華
経
至
上
主
義
の
立
場
か
ら
の
そ
れ
も
看
過
す

べ
き
で
は
な
い
。

》
』

法
華
経
を
受
持
す
る
者
は
、
．
切
衆
生
の
中
に
お
い
て
、
亦
為
れ
第
一
な

り
。
」
（
『
法
華
経
』
薬
王
菩
薩
本
事
品
）
と
い
う
経
文
に
依
拠
し
て
、
「
天
台

法
華
宗
所
持
法
華
経
最
為
二
第
一
一
。
故
能
持
二
法
華
一
者
亦
衆
生
中
第
一
・
」
と

し
た
、
最
澄
の
『
法
華
秀
句
』
の
文
を
う
け
て
、
日
蓮
は
「
持
た
る
坐
法
だ
に

第
一
な
ら
ば
、
持
つ
人
随
て
第
一
な
る
べ
し
。
」
（
『
持
妙
法
華
問
答
抄
』
）

と
い
う
命
題
を
提
起
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
後
期
に
入
る
と
そ
の
原
理
に

従
っ
て
、
社
会
的
に
は
た
と
え
身
分
の
賤
し
い
者
で
あ
っ
て
も
、
法
華
経
を
受

持
し
如
説
に
実
践
す
る
限
り
、
そ
の
人
は
、
い
か
な
る
世
俗
的
な
権
勢
を
有
し

た
、
高
位
に
あ
る
人
物
に
も
勝
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

法
華
経
を
経
の
ご
と
く
に
持
つ
人
は
梵
王
に
も
す
ぐ
れ
？
帝
釈
に
も
こ
え

謁己
一

二



た
り
。
（
『
撰
時
抄
』
）

法
華
経
を
持
つ
人
は
男
な
ら
ば
何
な
る
田
夫
に
て
も
候
へ
、
三
界
の
主
た

、
、
、

る
大
梵
天
王
・
釈
提
桓
因
・
四
大
天
王
・
転
輪
聖
王
．
乃
至
漢
王
日
本
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、

国
主
等
に
も
勝
れ
た
り
。
（
『
松
野
殿
御
消
息
』
）

先
の
『
持
妙
法
華
問
答
抄
』
（
四
十
二
歳
）
の
文
が
、
薬
王
品
を
う
け
た
一
般

論
と
し
て
、
一
切
衆
生
中
法
華
経
の
行
者
の
第
一
な
る
こ
と
を
説
い
た
の
に
対

し
、
後
期
に
属
す
る
右
の
遺
文
は
、
明
ら
か
に
日
本
の
国
主
と
法
華
経
の
行
者

日
蓮
と
の
優
劣
の
問
題
を
念
頭
に
お
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、

ス

ス

「
仏
法
と
申
は
道
理
也
。
道
理
と
申
は
主
に
勝
物
也
。
」
（
『
四
条
金
吾
殿

御
返
事
』
）
と
い
う
仏
法
（
法
華
経
）
の
至
上
性
は
、
法
華
経
の
如
説
の
修
行

者
Ｉ
法
華
経
の
行
者
の
自
任
を
介
し
て
日
蓮
へ
と
転
嫁
さ
れ
、
現
世
で
の
国
主

に
対
す
る
彼
の
立
場
の
優
越
を
裏
づ
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
法
華
経
を
掲
げ
る

日
蓮
と
そ
の
門
弟
は
、
日
本
の
国
主
、
さ
ら
に
は
主
宰
者
釈
尊
の
意
を
う
け
て

そ
の
国
主
た
る
地
位
を
保
証
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
、
梵
王
・
帝
釈
に
も
勝

る
と
さ
れ
、
王
法
を
担
当
す
る
為
政
者
は
そ
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ

ヲ
（
》
Ｏ

勿
論
、

ス

フ

シ

善
悪
に
付
て
国
は
必
王
に
随
も
の
な
る
べ
し
。
世
間
加
レ
此
仏
法
も
叉

シ
フ

然
也
。
仏
陀
す
で
に
仏
法
を
王
法
に
付
給
。
し
か
れ
ば
た
と
ひ
聖
人
・

賢
人
な
る
智
者
な
れ
ど
も
、
王
に
し
た
が
は
ざ
れ
ぱ
仏
法
流
布
せ
ず
。

（
『
四
条
金
吾
殿
御
返
事
』
）

と
い
う
言
葉
に
伺
わ
れ
る
よ
う
に
、
日
蓮
に
お
い
て
は
王
法
は
そ
の
聖
化
を
阻

止
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
存
在
自
体
は
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
肯
定
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
三
界
の
支
配
者
釈
尊
及
び
法
華
経
の
下
に
国
主
の
権
力
は
相
対

化
さ
れ
、
国
主
は
正
法
に
帰
依
し
、
そ
の
弘
通
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の

ゑ
国
主
た
り
う
る
の
で
あ
り
、
諫
暁
を
聞
き
入
れ
な
い
誇
法
の
君
主
で
あ
る
場

合
に
は
そ
の
交
替
さ
え
も
容
認
さ
れ
る
と
い
う
、
徹
底
し
た
仏
法
為
本
の
考
え

方
が
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

③
上
行
菩
薩

そ
れ
で
は
、
三
界
の
支
配
者
釈
尊
の
も
と
で
、
正
法
を
掲
げ
誇
法
の
幕
府
に

対
決
す
る
日
蓮
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
ゑ
て
ゆ
く
に
は
、
『
生
死
一
大
事
血
脈
抄
』
（
五
十
一
歳
）
を
最
初

と
し
て
、
釈
尊
御
領
観
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
ら
わ
れ
る
、

カ
モ

シ
ノ
ヲ
シ
ト
へ

今
日
蓮
相
承
亦
復
如
し
是
。
（
中
略
）
釈
迦
如
来
爲
二
本
師
一
。
勘
二
結

ヲ
ソ
テ

ノ
レ
ヲ
ヌ
ル
ノ
ヲ

要
之
付
属
一
汲
二
上
行
菩
薩
流
一
列
二
師
資
相
承
血
脈
一
也
耳
。
（
『
法

華
宗
内
証
仏
法
血
脈
』
）

と
い
う
、
上
行
菩
薩
の
自
己
規
定
を
検
討
し
て
ゑ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
い
う
上
行
菩
薩
と
は
、
『
法
華
経
』
従
地
涌
出
品
に
説
か
れ
る
も
の

で
、
上
行
・
無
辺
行
・
浄
行
・
安
立
行
の
所
謂
「
本
化
の
四
菩
薩
」
の
上
首
を

な
す
も
の
で
あ
る
。
法
華
経
に
は
、
地
涌
の
菩
薩
が
釈
迦
説
法
の
席
に
大
地
の

中
か
ら
忽
然
と
姿
を
現
わ
し
、
釈
迦
滅
後
の
娑
婆
世
界
に
正
法
を
弘
通
す
る
使

命
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
ゑ
え
る
。
佐
渡
期
以
降
、
日
蓮
は
し
ば
し
ば
こ
の
上

行
菩
薩
に
自
身
を
な
ぞ
ら
え
る
の
で
あ
る
。

と
と
も
に
、
日
蓮
は
、
「
若
日
蓮
地
涌
の
菩
薩
の
数
に
入
ら
ぱ
豈
日
蓮
が
弟

ス

子
檀
那
地
涌
の
流
類
に
非
や
。
」
（
『
諸
法
実
相
抄
』
）
と
い
う
言
葉
か
ら
知

ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
に
帰
依
し
法
華
経
を
持
つ
門
弟
を
地
涌
の
菩
薩
に
擬
し
て

い
る
。
日
蓮
は
法
華
経
を
受
持
し
自
己
の
使
命
を
自
覚
し
た
と
き
、
す
べ
て
の

人
が
地
涌
の
菩
薩
た
り
う
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

五



そ
し
て
、
こ
の
地
涌
の
菩
薩
な
ら
び
に
そ
の
上
首
た
る
上
行
菩
薩
の
向
任
こ

そ
が
、
日
蓮
一
門
と
霊
山
所
住
の
三
界
の
主
宰
者
釈
尊
を
結
び
つ
け
る
絆
で
あ

っ
た
。
末
法
濁
世
に
お
い
て
、
誇
法
の
人
々
と
戦
い
な
が
ら
、
釈
尊
か
ら
の
付

属
を
受
け
た
法
華
経
の
流
布
を
目
ざ
す
衆
生
こ
そ
が
、
日
蓮
の
い
う
地
涌
の
菩

薩
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ス
ル
ヲ
〈
テ
ト
シ
ヲ
ス
几

此
（
地
涌
の
）
四
菩
薩
現
二
折
伏
一
時
成
二
賢
王
一
誠
二
責
愚
王
一
。
行
ニ

ヲ
〈
テ
ト
ス
ヲ

摂
受
一
時
成
し
僧
弘
二
持
正
法
一
（
『
観
心
本
尊
抄
』
）

右
の
言
葉
は
、
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
の
菩
薩
の
位
置
を
端
的
に
表
わ
し
て
い

る
。
「
愚
王
」
と
い
う
言
葉
が
、
日
蓮
の
諫
暁
を
拒
玖
、
彼
を
伊
豆
・
佐
渡
へ

と
追
放
し
た
幕
府
の
為
政
者
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
日
蓮
は

自
身
を
上
行
菩
薩
に
擬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
を
先
頭
と
し
た
正
法
を
持
つ

地
涌
の
菩
薩
達
が
、
折
伏
を
行
じ
て
、
誇
法
に
陥
っ
た
愚
王
を
誠
責
す
べ
き
使

命
を
、
釈
尊
か
ら
付
与
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
し
た
。
日
蓮
が
上
行
菩
薩
に
あ
た

る
な
ら
ば
、
諦
法
の
国
主
を
諫
暁
し
折
伏
す
る
の
は
、
至
上
の
妙
法
で
あ
る
法

華
経
に
説
か
れ
て
い
る
仏
の
未
来
記
の
体
現
に
他
な
ら
な
い
。
日
蓮
の
行
動
は

仏
の
意
志
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
彼
の
背
後
に
は
、
霊
山
浄
土
に

住
す
る
絶
対
者
釈
尊
が
ひ
か
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
釈
尊
の
権
威

を
此
土
に
お
い
て
授
与
さ
れ
て
い
る
日
蓮
に
そ
む
く
事
は
、
釈
尊
に
そ
む
く
事

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
釈
尊
の
意
を
う
け
た
諸
天
に
よ
り
、
正
法
の
護
持
と
法
華

経
の
行
者
の
保
護
を
前
提
と
し
て
仮
に
認
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
国
主
と

い
う
地
位
を
、
自
ら
失
お
う
と
す
る
行
為
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
１
日
蓮
は
こ

の
よ
う
に
考
え
た
の
で
あ
る
。

佐
渡
期
か
ら
明
確
な
姿
を
現
わ
す
釈
尊
御
領
観
と
上
行
菩
薩
の
自
己
規
定

は
、
密
接
不
可
分
の
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
仏
法
為
本
の
思
想
の
確
立
と
い
う
視

点
か
ら
み
て
、
後
期
の
日
蓮
の
思
想
の
二
つ
の
主
要
な
側
面
を
示
し
て
い
る
。

日
蓮
は
一
方
で
は
絶
対
的
支
配
者
釈
尊
を
想
定
し
て
、
現
世
的
事
象
及
び
幕
府

権
力
を
相
対
化
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
上
行
菩
薩
の
自
任
、
さ
ら
に
は
や

は
り
佐
渡
期
に
始
ま
る
、
「
日
蓮
賤
身
な
れ
ど
も
、
教
主
釈
尊
の
勅
宣
を
頂
戴

タ

し
て
此
国
に
来
れ
り
・
」
（
『
四
条
金
吾
殿
御
返
事
』
）
と
い
う
、
「
如
来
使
」

の
自
覚
を
媒
介
と
し
て
、
自
己
と
釈
尊
と
の
結
合
を
強
化
し
た
。
そ
し
て
、
彼

の
行
動
を
釈
尊
の
意
志
の
実
現
を
目
ざ
し
て
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
幕
府
と
苦
闘
の
中
に
あ
る
自
身
の
立
場
を
正
当
化
し
、
行
動
の
原
動
力
を

汲
み
と
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

日
蓮
の
主
宰
者
的
釈
尊
観
は
、
彼
岸
浄
土
に
住
す
る
絶
対
的
存
在
で
あ
る
と

い
う
点
に
お
い
て
、
日
蓮
に
と
っ
て
の
宿
敵
で
あ
る
、
専
修
念
仏
の
祖
法
然
の

、
、
、
、

説
く
所
の
阿
弥
陀
仏
に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
法
然
が
「
厭
離
機
士
欣
求

、
、
、
、

浄
土
」
と
い
う
浄
土
教
の
核
心
的
命
題
に
基
づ
き
、
「
浄
土
門
は
、
ま
づ
こ
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

娑
婆
世
界
を
い
と
ひ
す
て
上
、
い
そ
ぎ
て
か
の
極
楽
浄
土
に
む
ま
れ
て
、
か
の

く
に
上
し
て
仏
道
を
行
ず
る
也
。
」
（
『
往
生
大
要
抄
』
）
と
、
極
楽
往
生
の
前

提
と
し
て
、
現
世
を
否
定
し
厭
離
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
の
に
対
し
、
日
蓮
は

現
世
に
お
け
る
釈
尊
と
の
結
合
の
絆
と
し
て
、
現
実
変
革
の
主
体
者
た
る
地
涌

の
菩
薩
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
実
か
ら
の
逃
避
を
拒
否
し
、
彼
の
宗
教

に
現
世
的
な
性
格
を
付
与
し
て
実
践
性
を
持
た
せ
た
の
で
あ
る
。

日
蓮
に
お
け
る
「
上
行
菩
薩
」
を
検
討
す
る
場
合
、
そ
れ
が
先
述
の
よ
う

に
内
在
的
な
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
他
に
、
三
界
の
支
配
者
釈
尊

と
い
う
思
惟
同
様
、
外
在
的
超
越
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

る
こ
と
も
見
の
が
す
べ
き
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
日
蓮
は
末
法
に
正
法

を
弘
通
す
る
使
命
を
帯
び
る
彼
の
立
場
を
、
「
上
行
菩
薩
の
御
か
び
を
か

五
四



り

ほ
り
て
、
法
華
経
の
題
目
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
計
を
一
切
衆
生
に

さ
づ
」
（
『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
）
く
者
と
規
定
し
た
。
ま
た
、
『
観
心

本
尊
抄
』
で
は
、
地
涌
の
四
菩
薩
が
法
華
経
の
題
目
を
受
持
す
る
者
を
守

ノ
シ

カ
セ
シ
ニ
ニ
ル

護
す
る
事
は
、
「
大
公
周
公
摂
二
扶
成
王
一
四
皓
侍
二
奉
恵
帝
一
不
レ

ナ
ラ

異
者
也
・
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
け
る
上
行
菩
薩
は
、
人
間
を

超
越
し
た
、
法
華
経
の
行
者
に
加
護
を
与
え
る
主
宰
者
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
佐
渡
期
に
前
後
し
て
主
宰
者
的
釈
尊
観
を
表
明
す
る
に
至
っ
た
日
蓮

は
、
上
行
菩
薩
も
釈
尊
と
同
様
外
在
的
超
越
者
に
ま
で
昂
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
苦
難
に
満
ち
た
現
実
の
中
で
戦
い
抜
く
原
動
力
を
獲
得
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
日
蓮
の
天
台
教
学
の
主
体
的
受
容
と
そ
の

展
開
を
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

側
立
正
安
国
と
霊
山
浄
土
（
そ
の
一
）

以
上
の
如
き
自
己
の
立
場
の
正
当
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
日
蓮
の

立
場
は
少
し
も
好
転
し
な
か
っ
た
。
日
蓮
の
た
び
重
な
る
警
告
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
幕
府
は
主
宰
者
釈
尊
の
罰
を
被
っ
て
滅
亡
す
る
こ
と
は
な
く
、
逆
に
圧
倒

的
な
権
力
を
も
っ
て
日
蓮
の
前
に
立
ち
は
だ
か
り
、
容
赦
な
い
弾
圧
を
加
え
、

彼
を
佐
渡
へ
と
追
放
し
、
そ
の
門
弟
を
絶
望
の
淵
へ
と
つ
き
落
す
の
で
あ
る
。

流
罪
赦
免
後
、
日
蓮
は
一
度
鎌
倉
へ
登
り
、
平
頼
綱
に
最
後
の
諫
暁
を
行
う

が
、
そ
れ
が
容
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
悟
る
と
、
も
は
や
諫
暁
の
無
意
味
な
こ
と

を
痛
感
し
て
身
延
へ
と
入
山
す
る
の
で
あ
る
。
（
文
永
十
一
年
・
一
二
七
四
）

こ
う
し
た
佐
後
の
日
蓮
の
事
蹟
を
み
る
と
き
、
彼
が
い
か
に
自
身
の
行
動
を
釈

尊
の
意
を
う
け
て
の
も
の
と
解
釈
し
、
誇
法
の
国
へ
の
治
罰
と
そ
の
滅
亡
を
予

言
し
て
も
、
強
大
な
幕
府
権
力
の
前
に
、
絶
望
感
と
挫
折
感
が
生
じ
る
の
は
不

可
避
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
日
蓮
は

佐
渡
期
に
入
る
と
、
「
相
構
て
能
々
御
信
心
候
て
、
、
霊
山
浄
土
へ
ま
い
り
給

へ
。
」
（
『
弥
源
太
殿
御
返
事
』
）
と
、
し
き
り
に
釈
尊
の
住
す
る
霊
山
浄
土
へ

の
往
生
を
説
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
霊
山
浄
土
と
後
生
と
い
う
思
惟

は
、
身
延
期
に
入
っ
て
い
っ
そ
う
そ
の
数
を
増
す
の
で
あ
る
。

戸
頃
重
基
氏
は
、
立
正
安
国
が
不
可
能
な
現
実
に
日
蓮
が
挫
折
し
、
現
世
に

絶
望
し
て
彼
岸
に
救
済
を
求
め
た
と
こ
ろ
に
、
霊
山
浄
土
の
信
仰
が
成
立
し
た

（
侭
Ｕ
）

と
さ
れ
て
い
る
。
霊
山
浄
土
思
想
は
、
「
か
塁
る
な
さ
け
な
き
国
を
ぱ
い
と
い

上

す
て
さ
せ
給
て
、
（
中
略
）
、
常
住
不
壊
の
り
や
う
山
浄
土
へ
と
く
ま
い
り
さ

せ
給
へ
。
」
（
『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』
）
と
い
う
よ
う
に
、
現
実
世
界
を

微
士
と
し
て
否
定
し
、
後
生
に
釈
尊
所
住
の
霊
山
浄
土
へ
の
往
詣
を
想
定
す
る

ス
ハ

ヲ
ハ
ス
キ
ー
ム
ヲ
ス
ル

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
信
二
法
華
浬
藥
一
行
者
非
し
可
し
求
二
余
処
一
・
信
二
此

ヲ
ノ
ノ
ハ

経
一
人
所
住
処
即
浄
士
也
・
」
（
『
守
護
国
家
論
』
）
と
い
う
娑
婆
即
寂
光
の

上
ヲ
セ
ハ
ヲ
レ
ノ
ニ
レ
ン
ヲ
ク
ハ
バ
ヲ

思
想
に
基
づ
き
、
「
失
し
国
減
し
家
何
所
遁
レ
世
。
汝
須
下
思
二
一
身
安
堵
一

レ

ヲ

先
祈
中
四
表
之
静
澁
上
者
歎
・
」
（
『
立
正
安
国
論
」
）
と
、
此
士
世
界
に
安
国
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
初
期
の
思
惟
と
は
、
一
見
全
く
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
立
正
安
国
の
挫
折
を
経
て
霊
山
浄
土
思
想
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る

見
解
は
、
傾
聴
に
値
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
日
蓮
は
終
生
立
正
安
国
思
想
を
放
棄
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
、
ま
ず
身
延
期
に
お
け
る
、
真
言
・
律
に
対
す
る
批
判
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

最
初
に
真
言
批
判
に
つ
い
て
。
日
蓮
に
お
い
て
は
、
佐
渡
期
以
降
晩
年
に
な

る
に
従
い
、

殊
に
真
言
宗
が
此
国
士
の
大
な
る
わ
ざ
は
ひ
に
て
は
候
な
り
。
大
蒙
古
を

セ
ケ

調
伏
せ
ん
事
真
言
師
に
は
仰
付
ら
る
べ
か
ら
ず
。
若
大
事
を
真
言
調
伏

五
五



す
る
な
ら
ば
、
い
よ
』
、
い
そ
い
で
此
国
ほ
ろ
ぶ
べ
し
。
（
『
撰
時
抄
』
）

と
い
う
、
「
真
言
亡
国
」
を
掲
げ
た
真
言
排
撃
が
激
化
す
る
。
真
言
批
判
が
昂

揚
す
る
背
景
に
は
、
「
真
言
師
だ
に
も
調
伏
す
る
な
ら
ば
、
弥
よ
此
国
軍
に
ま

く
べ
し
。
」
（
『
種
々
御
振
舞
御
書
』
）
と
、
真
言
な
ど
の
「
邪
法
」
に
よ
る

蒙
古
調
伏
を
直
ち
に
止
め
、
日
蓮
に
帰
依
す
る
（
立
正
）
こ
と
こ
そ
が
、
日
本

の
亡
国
を
避
け
う
る
（
安
国
）
唯
一
の
方
途
で
あ
る
と
い
う
日
蓮
の
主
張
が
あ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

日
蓮
が
勘
文
あ
ら
わ
れ
て
、
大
蒙
古
国
を
調
伏
し
、
日
本
国
か
つ
な
ら

ば
、
此
法
師
は
日
本
第
一
の
僧
と
な
り
な
ん
。
（
「
中
興
入
道
御
消
息
』
）

ル

法
華
経
を
以
て
国
土
を
祈
ら
ぱ
、
上
一
人
よ
り
下
万
民
に
至
ま
で
悉
く
悦

う

び
栄
へ
給
べ
き
鎮
護
国
家
の
大
白
法
な
り
。
（
『
法
華
初
心
成
仏
抄
』
）

こ
の
よ
う
に
、
日
蓮
は
幕
府
の
用
い
る
真
言
宗
で
は
な
く
、
「
日
本
国
中
日
蓮

二
シ
ル
ス
ル
ヲ

一
人
当
可
レ
爲
下
調
一
伏
彼
西
戎
一
之
人
上
。
」
（
『
宿
屋
入
道
許
御
言
』
）
と
自

負
し
て
い
た
、
日
蓮
の
行
う
法
華
経
に
よ
る
祈
祷
こ
そ
が
、
蒙
古
の
侵
略
を
防

ぎ
安
国
の
理
想
を
実
現
す
る
、
残
さ
れ
た
、
た
だ
一
つ
の
途
で
あ
る
と
考
え
た

（
ヲ
Ｉ
）

の
で
あ
る
。

真
言
排
撃
と
な
ら
ん
で
、
後
期
に
入
っ
て
激
化
す
る
律
宗
に
対
す
る
批
判
に

（
。
○
）

つ
い
て
も
、
同
様
の
思
想
的
背
景
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
律
国
賊
」
と
非
難
を
う
け
た
律
宗
の
場
合
、
日
蓮
の
攻
撃
対
象
は
、
ほ
と

ん
ど
極
楽
寺
の
真
言
律
僧
た
る
忍
性
に
集
中
し
て
い
た
。
日
蓮
の
そ
う
し
た
一

連
の
忍
性
攻
撃
の
中
で
も
特
に
興
味
を
ひ
く
も
の
は
、
文
永
八
年
（
一
二
七

一
）
の
六
月
か
ら
七
月
初
め
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
、
忍
性
の
雨
乞
い
祈
祷
に

（
ｎ
コ
）

つ
い
て
の
Ｒ
蓮
の
論
評
で
あ
る
。
当
時
旱
魅
に
悩
ん
だ
幕
府
は
、
忍
性
に
祈
祷

を
行
う
こ
と
を
申
し
つ
け
た
。
そ
れ
に
対
し
て
日
蓮
は
誇
法
者
の
祈
り
の
叶
う

は
ず
は
な
い
と
激
し
い
批
判
を
あ
び
せ
た
。
そ
し
て
「
此
次
で
に
日
蓮
が
法
験

を
万
人
に
知
ら
せ
ば
や
」
（
『
頼
基
陳
状
』
）
と
、
日
蓮
を
し
て
忍
性
に
代
わ

っ
て
雨
乞
い
の
祈
願
を
行
わ
し
む
く
き
こ
と
を
、
幕
府
に
要
求
す
る
の
で
あ

ブ
（
〉
Ｑ

さ
て
、
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
日
蓮
の
忍
性
批
判
で
は
、
日
蓮
こ
そ
が
祈
祷

に
よ
り
法
験
を
あ
ら
わ
し
て
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
人
物
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
忍
性
を
斥
け
て
日
蓮
を
用
う
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
ま
さ
し
く
そ
の
点
に
、
日
蓮
が
つ
く
べ
き
地
位
を
忍
性
が
占
拠
し
、
法
華

経
に
よ
る
べ
き
安
国
の
達
成
を
忍
性
が
代
わ
っ
て
行
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

た
、
日
蓮
の
真
意
を
読
ゑ
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
も
、
忍
性
は
そ
の
師

叡
尊
と
と
も
に
、
幕
府
の
請
に
よ
っ
て
蒙
古
調
伏
の
祈
祷
を
盛
ん
に
行
っ
た
と

（
、
）

さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
事
実
に
つ
い
て
も
、
真
言
と
同
様
日
蓮
の
反
発
を
か

つ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
想
像
さ
れ
る
。

ソ

リ

仏
の
諫
暁
を
重
ず
る
上
、
一
分
の
慈
悲
に
も
よ
を
さ
れ
て
、
国
に
代
て

、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
ユ

身
命
を
捨
て
申
せ
ど
も
、
国
主
彼
（
忍
性
）
に
た
ぼ
ら
か
さ
れ
て
、
用

、
、
、
、
、
、
、

る
人
一
人
も
な
し
。
（
『
下
山
御
消
息
』
）

フ

律
宗
は
小
乗
也
。
正
法
の
時
す
ら
仏
免
し
給
事
な
し
。
況
や
末
法
に
是

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
行
じ
て
国
主
を
証
惑
し
奉
る
を
や
。
（
『
秋
元
御
書
』
）

右
の
言
葉
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
蓮
に
は
、
幕
府
権
門
の
保
護
下
に
全

盛
を
謡
歌
し
て
い
る
こ
の
忍
性
こ
そ
が
、
「
国
主
を
証
惑
し
」
て
日
蓮
の
諫
暁

の
受
容
を
妨
害
す
る
張
本
人
と
象
え
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
日
蓮
が
身
延
期
に
入
っ
て
、
真
言
・
律
へ
の
攻
撃
を
強
化
す
る
背
景

に
は
、
そ
れ
ら
の
宗
派
の
僧
が
日
蓮
の
担
う
べ
き
安
国
の
機
能
を
占
拠
し
、
権

力
と
結
託
し
て
日
蓮
の
登
用
を
妨
げ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
働
い
て
い
る
こ
と

五
六



を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
逆
に
い
え
ば
、
日
蓮
が
身
延
期
に
お
い
て

も
、
機
会
さ
え
あ
れ
ば
立
正
安
国
思
想
を
積
極
的
に
宣
揚
し
、
法
華
経
広
布
に

よ
り
安
国
の
理
想
を
実
現
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
京
都
の
本
圀
寺
に
は
、
日
蓮
五
十
七
歳
ご
ろ
の
書
写
と
さ
れ
る

『
立
正
安
国
論
』
の
真
蹟
本
が
現
存
し
て
お
り
、
日
蓮
が
身
延
期
に
お
い
て
も

『
安
国
論
』
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヒ

シ

日
蓮
の
身
延
入
山
自
体
、
「
国
主
の
用
給
は
ざ
ら
ん
に
其
巳
下
に
法
門
申

て
何
か
せ
ん
。
」
（
『
下
山
御
消
息
』
）
と
い
う
言
葉
に
伺
わ
れ
る
よ
う
に
、

現
世
そ
の
も
の
を
厭
う
て
の
行
動
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
彼
を
用
い
る
賢
王

の
不
在
に
こ
そ
真
の
理
由
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

賢
王
聖
王
の
御
世
な
ら
ば
、
日
本
第
一
の
権
状
に
も
を
こ
な
わ
れ
、
現
身

ソ

に
大
師
号
も
あ
る
べ
し
。
定
て
御
た
づ
ね
あ
り
て
、
い
ぐ
さ
の
愈
義
を

シ

も
い
ゐ
あ
わ
せ
、
調
伏
な
ん
ど
も
申
つ
け
ら
れ
ぬ
ら
ん
。
（
『
種
々
御
振

舞
御
書
』
）

右
の
文
に
よ
れ
ば
、
日
蓮
は
彼
を
登
用
す
る
賢
王
が
い
さ
え
す
れ
ば
、
生
身
に

大
師
号
を
受
け
、
鎮
護
国
家
の
た
め
に
調
伏
を
行
う
こ
と
さ
え
考
え
て
い
た
。

力

日
蓮
は
、
「
日
本
國
一
同
爲
二
日
蓮
弟
子
檀
那
一
」
っ
た
暁
に
は
、
「
我
弟
子

ノ
〈
Ⅷ
リ
ノ
ロ
ト
ハ
ー
プ
ン

等
出
家
爲
二
主
上
上
皇
師
一
在
家
列
二
左
右
臣
下
一
」
。
（
『
諸
人
御
返
事
』
）

と
い
う
状
況
が
実
現
す
る
こ
と
を
、
生
涯
夢
み
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
霊
山
浄
土
思
想
は
日
蓮
の
後
期
の
思
想
に
あ
っ
て
は
、
立
正
安

国
思
想
と
い
か
な
る
形
で
か
か
わ
り
あ
い
、
先
述
の
後
期
の
思
想
的
課
題
を
解

決
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑳
立
正
安
国
と
霊
山
浄
土
（
そ
の
二
）

日
蓮
は
彼
が
今
世
で
難
を
被
る
原
因
の
一
つ
が
、
過
去
世
で
犯
し
た
罪
障
に

あ
る
と
考
え
た
。

ル

今
ま
日
蓮
強
盛
に
国
士
の
誇
法
を
責
れ
ぱ
此
大
難
の
来
は
、
過
去
の
重
罪

キ

の
今
生
の
護
法
に
招
出
せ
る
な
る
べ
し
。
（
『
開
目
抄
』
）

そ
し
て
、
日
蓮
は
、
「
我
今
度
の
御
勘
気
は
世
間
の
失
一
分
も
な
し
。
偏
に
先

業
の
重
罪
を
今
生
に
消
し
て
、
後
生
の
三
悪
を
脱
れ
ん
ず
る
な
る
べ
し
。
」
（
『
佐

渡
御
書
』
）
と
し
て
、
あ
え
て
そ
の
法
難
を
忍
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去

世
に
お
け
る
諦
法
の
罪
障
を
消
し
、
来
世
に
は
三
悪
道
を
免
れ
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
難
と
は
日
蓮
に
と
っ
て
は
、
た
だ
お
し
よ
せ
る
の
を
待
つ
も
の
で

は
な
く
、
自
ら
招
き
寄
せ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

リ

誇
法
之
失
を
脱
れ
ん
と
思
は
ぱ
、
国
主
を
諫
暁
し
奉
て
、
死
罪
歎
流
罪
歎

キ
ル
ハ
．
メ
ク

に
可
し
被
し
行
也
。
（
中
略
）
常
に
仏
禁
て
言
、
何
な
る
持
戒
智
慧
高
く
御

シ
坐
て
、
一
切
経
竝
に
法
華
経
を
進
退
せ
る
人
と
も
、
法
華
経
の
敵
を
見

サ
レ
ス

て
、
責
め
罵
り
国
主
に
も
不
し
申
、
人
を
恐
て
黙
止
す
る
な
ら
ば
、
必
無

ツ

、
＆
間
大
城
に
堕
く
し
。
（
『
秋
元
御
言
』
）

法
華
経
に
敵
対
す
る
誇
法
の
人
を
黙
認
す
る
な
ら
ば
、
過
去
枇
の
罪
障
を
消
滅

す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
来
世
で
の
堕
地
獄
の
原
因
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
た
と
え
死
罪
流
罪
が
一
定
な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
で
も
、
値
難
を
恐

れ
る
こ
と
な
く
強
盛
に
折
伏
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
難
を
被
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
仏
の
未
来
記
た
る
、
「
如
来
の
現
在
す
ら
、
猶
、
怨
嫉
多

し
、
況
ん
や
滅
度
の
後
を
や
・
」
（
『
法
華
経
』
法
師
品
）
の
経
文
を
色
読
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
「
法
華
経
の
行
者
あ
ら
ぱ
必
三
類
の
怨
敵
あ
る

く
し
理
（
『
開
目
抄
』
）
と
い
う
よ
う
に
、
難
を
引
き
出
す
程
の
強
信
の
人
こ
そ

五
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が
、
「
法
華
経
の
行
者
」
の
呼
称
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

ピ

右
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
日
蓮
は
、
「
御
勘
気
を
か
ほ
れ
ぱ
、
い
よ
い
よ
悦

を
ま
す
べ
し
。
」
（
『
開
目
抄
』
）
と
述
べ
、
現
世
値
難
を
未
来
記
の
追
認
と
解

釈
し
て
、
迫
害
に
耐
え
抜
く
心
の
支
え
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
日
蓮

に
は
、
今
世
に
お
い
て
受
難
を
覚
悟
で
誇
法
の
国
主
と
民
衆
を
折
伏
し
、
正
法

を
受
持
せ
し
む
く
く
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
傾
け
る
こ
と
こ
そ
が
、
後
生
に
お
い
て

堕
地
獄
を
避
け
う
る
唯
一
の
途
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
上
、
日
蓮
は
今
世
に
難
に
屈
す
る
こ
と
な
く
勇
敢
に
折
伏
に
逼
進
し
た

者
は
、
来
世
に
霊
山
へ
の
往
生
が
許
さ
れ
る
と
し
て
い
た
。

フ

我
等
現
に
は
此
大
難
に
値
と
も
後
生
は
仏
に
な
り
な
ん
。
（
「
聖
人
御
難

事
』
）

こ
こ
で
い
う
後
生
に
仏
に
な
る
と
は
、
「
後
生
に
は
霊
山
浄
土
に
ま
い
り
あ
い

ま
ひ
ら
せ
ん
。
」
（
『
国
府
尼
御
前
御
書
』
）
・
「
後
世
に
は
霊
山
浄
土
へ
ま
い

ら
せ
給
く
し
。
」
（
『
大
田
殿
女
房
御
返
事
』
）
と
い
う
言
葉
を
併
せ
て
み
る
と

き
、
釈
尊
所
住
の
霊
山
浄
土
へ
の
往
生
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
折

伏
を
進
め
て
難
を
受
け
る
こ
と
こ
そ
が
、
釈
尊
の
意
に
叶
い
、
後
生
霊
山
往
生

の
業
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
、
霊
山
浄
土
や
地
獄
を
実
体
視
す
る
思
惟
も
ま
た
、
天
台
教
学
の
枠

を
越
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
日
蓮
は
佐
渡
期
以
降
、
死

後
に
赴
く
地
と
し
て
、
霊
山
浄
土
と
地
獄
の
二
処
を
想
定
す
る
に
至
っ
た
。
そ

し
て
、
「
夢
幻
の
世
」
に
す
ぎ
な
い
今
世
限
り
の
安
穏
な
生
涯
と
後
生
で
の
堕

地
獄
を
と
る
か
、
或
い
は
現
世
値
難
と
そ
の
代
償
と
し
て
の
後
生
霊
山
浄
士
に

お
け
る
絶
対
的
な
悦
楽
の
享
受
を
と
る
か
、
日
蓮
は
釈
尊
が
彼
に
決
断
を
迫
っ

て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

結
び

王
法
の
権
威
を
超
え
る
仏
法
至
上
主
義
の
理
論
的
確
立
と
い
う
課
題
を
有
す

る
に
至
っ
た
日
蓮
は
、
そ
の
課
題
を
解
決
せ
ん
が
た
め
に
、
後
期
に
入
る
と
、

ま
ず
釈
尊
を
天
台
教
学
の
枠
を
越
え
て
、
彼
岸
霊
山
浄
土
に
住
す
る
三
界
の
主

宰
者
に
ま
で
引
き
上
げ
、
幕
府
権
力
を
絶
対
者
釈
尊
の
も
と
に
相
対
化
し
た
。

と
と
も
に
、
日
蓮
は
自
身
を
上
行
菩
薩
に
擬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
行
菩
薩

た
る
日
蓮
が
、
釈
尊
に
付
属
さ
れ
た
法
華
経
弘
通
の
使
命
を
貫
徹
す
る
と
い
う

三
界
の
主
宰
者
釈
尊
の
住
す
る
霊
山
へ
の
往
生
の
志
向
を
強
め
る
こ
と
は
、

日
蓮
に
お
い
て
は
そ
の
前
提
と
な
る
、
現
世
で
の
誇
法
者
へ
の
折
伏
を
強
化
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
立
正
安
国
の
旗
を
掲
げ
、
上
行
菩
薩
を
自
任
し
て
現

ラ
ム
ニ
キ
ハ

実
か
ら
の
遊
離
を
拒
否
し
続
け
る
限
り
、
「
命
有
し
限
不
レ
可
レ
惜
。
遂
可
レ
願

仏
国
也
。
」
（
『
富
木
入
道
殿
御
返
事
」
）
と
い
う
如
く
、
霊
山
浄
土
の
信
仰

は
、
現
実
で
は
満
た
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
願
望
と
苦
痛
を
、
来
世
浄
土
で
の
遊

楽
を
想
像
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
や
わ
ら
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
と
も
に
、
霊

山
浄
土
思
想
は
後
生
霊
山
往
生
の
条
件
と
し
て
、
此
土
世
界
で
の
立
正
安
国
の

実
現
を
目
ざ
し
た
、
日
蓮
の
苦
難
に
た
ゆ
む
こ
と
の
な
い
折
伏
の
戦
い
の
継
続

を
要
求
す
る
と
い
う
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
霊
山
浄
土
思
想
は
、
立
正
安
国
思
想
の
挫
折
の
上
に
形
成
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
結
果
的
に
は
、
「
か
ま
く
ら
に
も
御
勘
気
の
時
、
千
が
九

チ
テ

百
九
十
九
人
は
堕
候
」
（
『
新
尼
御
前
御
返
事
』
）
と
い
う
き
び
し
い
弾
圧

を
受
け
、
国
家
諫
暁
の
受
容
が
絶
望
的
な
状
況
に
な
っ
た
後
期
に
お
い
て
も
、

日
蓮
に
お
け
る
立
正
安
国
思
想
の
維
持
と
、
そ
の
宣
揚
を
目
的
と
し
た
不
退
の

実
践
を
、
支
え
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

五
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論
理
で
も
っ
て
、
そ
の
行
動
を
正
当
化
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
さ
ら
に
日
蓮
は
、
現
世
に
お
い
て
立
正
安
国
を
目
標
と
し

て
折
伏
に
逼
進
し
、
あ
え
て
難
を
被
る
こ
と
こ
そ
が
、
過
去
世
で
の
罪
障
を
消

滅
し
、
死
後
に
釈
尊
所
住
の
霊
山
浄
土
へ
往
生
す
る
条
件
で
あ
る
と
解
釈
し

た
。
そ
し
て
、
現
世
値
難
の
代
償
と
し
て
の
霊
山
浄
士
に
お
け
る
享
楽
を
想
像

す
る
こ
と
に
よ
り
、
弾
圧
の
中
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
、
日
蓮
と
そ
の
門
弟
の

転
向
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

三
界
の
支
配
者
釈
尊
と
そ
の
所
住
の
霊
山
浄
土
、
釈
尊
と
日
蓮
を
結
び
つ
け

る
媒
介
と
な
る
上
行
菩
薩
の
自
己
規
定
を
組
糸
合
わ
せ
つ
つ
、
日
蓮
は
三
界
を

包
摂
す
る
壮
大
な
世
界
を
、
そ
の
思
想
の
中
に
構
築
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

お
い
て
、
彼
に
敵
対
す
る
幕
府
は
、
釈
尊
を
中
心
と
す
る
そ
の
世
界
の
中
に
組

ゑ
こ
ま
れ
相
対
化
さ
れ
た
。
仏
法
の
下
へ
の
王
法
の
従
属
と
い
う
、
後
期
の
日

蓮
に
与
え
ら
れ
た
思
想
的
課
題
に
対
し
、
日
蓮
は
以
上
の
よ
う
な
解
答
を
用
意

し
た
の
で
あ
る
。

日
連
の
後
期
の
思
想
は
、
天
台
教
学
の
娑
婆
即
寂
光
と
い
う
思
惟
に
基
づ
く

立
正
安
国
の
思
想
、
及
び
当
時
隆
樵
を
極
め
た
専
修
念
仏
に
通
ず
る
霊
山
浄
土

思
想
と
い
う
、
中
世
仏
教
史
の
二
大
潮
流
を
汲
ん
だ
思
惟
が
、
二
重
構
造
を
な

し
て
そ
の
骨
格
を
形
成
し
て
い
る
点
で
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の

如
き
構
造
を
も
つ
後
期
の
思
想
が
、
中
世
仏
教
思
想
史
上
に
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
稿
を
期
し
た
い
。

註

（
１
）
私
は
日
蓮
の
思
想
を
、
十
六
歳
で
の
出
家
以
降
伊
豆
流
罪
（
弘
長
元
年

・
一
二
六
一
）
に
至
る
初
期
、
伊
豆
期
か
ら
佐
渡
流
罪
（
文
永
八
年
・

一
二
七
一
）
ま
で
の
中
期
、
さ
ら
に
後
期
と
三
分
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
日
蓮
の
思
想
の
時
期
区
分
の
問
題
、
及
び
初
期

・
中
期
の
思
想
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
。

（
２
）
本
来
の
意
味
で
は
、
仏
法
と
は
釈
尊
の
説
い
た
仏
説
を
指
し
、
王
法
は

現
世
の
支
配
者
の
国
家
統
治
の
法
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日

蓮
に
お
い
て
は
、
仏
法
と
は
彼
に
と
っ
て
の
唯
一
の
正
法
で
あ
る
法
華

経
に
他
な
ら
ず
、
ま
た
王
法
と
い
う
言
葉
も
、
日
蓮
が
当
時
の
事
実
上

の
日
本
の
支
配
者
（
国
主
）
と
認
め
て
い
た
、
鎌
倉
幕
府
の
法
令
を
意

味
し
て
い
る
。
（
日
蓮
が
当
時
の
国
主
と
し
て
、
北
条
氏
を
想
定
し
て

い
た
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
玉
懸
博
之
「
日
蓮
の
歴
史
観
ｌ
そ
の
承

久
の
乱
に
対
す
る
論
評
を
め
ぐ
っ
て
」
『
日
本
思
想
史
研
究
」
第
五
号

五
六
頁
参
照
。
）

（
３
）
藤
井
学
「
中
世
に
お
け
る
国
家
観
の
一
形
態
１
日
蓮
の
道
理
と
釈
尊
御

領
を
中
心
に
」
（
読
史
会
編
『
国
史
論
集
』
）

マ
マ

（
４
）
所
謂
「
十
一
通
御
書
」
・
こ
れ
ら
十
一
通
の
書
状
は
真
蹟
も
古
写
本
も

現
存
せ
ず
、
か
つ
「
真
言
亡
国
」
を
含
む
四
箇
格
言
が
ゑ
ら
れ
る
（
『
与

建
長
寺
道
隆
書
』
）
な
ど
、
当
時
の
日
蓮
の
思
想
と
合
致
し
な
い
点
が

あ
り
、
現
存
す
る
そ
れ
ら
の
書
状
の
真
偽
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が

あ
る
。

（
５
）
し
か
し
、
日
蓮
は
後
期
に
お
い
て
も
娑
婆
即
寂
光
と
い
う
思
惟
を
放
棄

し
て
は
い
な
い
こ
と
は
、
佐
渡
期
以
後
の
遺
文
に
出
現
す
る
次
の
例
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。

セ
ン
・
ヲ

さ
れ
ば
我
等
が
居
住
し
て
修
二
行
一
乗
一
之
処
は
何
れ
の
処
に
て
も

シ
ル
ノ

候
へ
、
可
レ
為
二
常
寂
光
都
一
。
（
『
最
蓮
房
御
返
事
』
）

ノ

ハ
レ
ヲ
ダ
ル
ヲ
ノ
ナ
リ

今
本
時
娑
婆
世
界
離
二
三
災
一
出
二
四
劫
一
常
住
浄
土
。
（
『
観
心
本

尊
抄
』
）

五
九



釈
迦
仏
の
本
土
は
実
に
は
娑
婆
枇
界
也
。
（
『
下
山
御
消
息
』
）

モ
抑
地
獄
と
仏
と
は
い
づ
れ
の
所
に
候
ぞ
と
た
づ
ね
候
へ
ぱ
、
（
中

略
）
、
我
等
が
五
尺
の
身
の
内
に
候
と
ゑ
へ
て
候
。
（
『
重
須
殿
女

房
御
返
事
』
）

右
の
よ
う
に
、
一
方
で
は
日
蓮
は
依
然
と
し
て
、
衆
生
に
具
足
す
る
仏

界
が
顕
現
す
る
と
ぎ
、
依
報
た
る
国
士
世
間
も
寂
光
士
と
化
す
と
し

て
、
地
獄
や
仏
を
内
在
的
に
把
え
る
思
考
を
と
り
続
け
て
い
た
。
こ
う

し
た
思
惟
が
、
仏
を
人
間
を
超
え
た
絶
対
的
存
在
に
ま
で
ひ
き
上
げ
、

そ
の
所
住
の
霊
山
浄
土
を
、
往
生
の
対
象
と
し
て
彼
岸
に
実
体
視
す
る

思
惟
と
、
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
思
想
の
二
重
構
造
性
は
、
単
な
る
矛
盾
に
と
ど
ま
ら
ず
、
上
行
菩

薩
の
自
己
規
定
と
と
も
に
、
日
蓮
の
後
期
の
思
想
に
現
実
的
な
性
格
を

維
持
せ
し
め
、
実
践
性
を
付
与
す
る
こ
と
に
、
き
わ
め
て
大
き
な
貢
献

を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
端
は
、
娑
婆
即
寂
光
の
思
惟
を
基
盤

と
す
る
立
正
安
国
思
想
と
、
そ
れ
と
両
立
し
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

霊
山
浄
土
思
想
が
、
後
期
の
思
想
に
お
い
て
は
相
互
に
密
接
に
関
係
し

あ
っ
て
、
思
想
構
造
の
骨
格
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
点
に
伺
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。
（
こ
い
参
照
）

（
６
）
『
日
蓮
の
思
想
と
鎌
倉
仏
教
』
一
七
六
’
一
七
七
頁

（
７
）
川
添
昭
二
氏
は
、
日
蓮
に
は
、
東
密
台
密
の
真
言
僧
が
日
蓮
の
果
た
す
べ

き
安
国
の
社
会
的
機
能
を
占
拠
し
て
、
日
蓮
を
疎
外
し
て
い
る
と
い
う

認
識
が
あ
り
、
日
蓮
の
真
言
排
撃
の
裏
に
は
、
そ
の
安
国
の
社
会
的
機

能
を
法
華
経
側
に
と
り
も
ど
さ
ん
と
す
る
、
政
治
的
な
意
図
が
存
在
し

た
と
さ
れ
て
い
る
。
（
「
日
蓮
の
史
観
と
真
言
排
撃
」
『
芸
林
』
八
巻
）

（
８
）
日
蓮
の
律
宗
批
判
の
背
景
に
つ
い
て
、
戸
頃
重
基
氏
は
、
日
蓮
の
「
律

国
賊
」
の
非
難
は
、
主
と
し
て
そ
の
偽
善
性
と
僑
聖
増
上
慢
の
誇
法
罪

に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
（
日
本
思
想
大
系
『
日
蓮
』
五
五
八

頁
）
ま
た
、
高
木
豊
氏
は
、
日
蓮
が
末
法
無
戒
の
必
然
性
を
説
き
、

専
持
法
華
Ｉ
持
戒
と
し
て
、
破
戒
の
衆
生
の
救
済
を
可
能
に
し
た
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
立
場
か
ら
律
批
判
を
展
開
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
（
『
日

、
、
、

蓮
と
そ
の
門
弟
』
一
七
一
頁
）
し
か
し
、
日
蓮
の
後
期
の
律
批
判
に

は
、
真
言
排
撃
と
同
様
、
以
下
に
述
べ
る
如
き
よ
り
政
治
的
な
背
景

が
、
主
と
し
て
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
看
過
し
て
は
、
日
蓮

の
律
批
判
の
本
質
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
９
）
忍
性
の
祈
雨
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
、
「
種
々
御
振
舞
御
書
」
（
五

十
四
歳
）
・
「
頼
基
陳
状
」
（
五
十
六
歳
）
・
「
下
山
御
消
息
」
（
同
）

は
、
い
ず
れ
も
身
延
期
の
著
作
で
あ
り
、
過
去
の
回
想
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
た
め
、
す
べ
て
を
事
実
と
し
て
う
け
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
日
蓮
が
身
延
期
に
入
っ
て

後
に
、
過
去
の
事
件
を
と
り
あ
げ
て
新
た
な
視
点
か
ら
律
批
判
を
開
始

し
た
と
い
う
点
で
あ
り
、
そ
の
事
件
は
後
期
以
前
の
も
の
で
も
、
批
判

の
論
拠
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
後
期
の
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ

ブ
（
》
Ｏ

（
、
）
和
島
芳
男
『
叡
尊
・
忍
性
』
一
二
六
頁
参
照
。

〔
付
記
〕

文
中
の
引
用
文
の
傍
点
は
、
す
べ
て
引
用
者
の
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

六

○


